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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、アジア新興国における経済成長の鈍化や、イギリスのＥＵ

離脱問題などから、為替相場ならびに株式市場の動きは不安定さを増すなど、先行き不透明な状況が続いたものの、

政府による経済・金融政策を背景に、企業収益や雇用情勢の改善等、緩やかな回復基調で推移しました。 

当社グループを取り巻く不動産市場においては、政府による住宅取得支援策や日本銀行のマイナス金利政策に

よる住宅ローン金利の低下が下支えとなり、国土交通省発表による平成28年８月の新設住宅着工は、分譲住宅は減

少しましたが、一方で持家、貸家は増加したため、全体では前年同月比2.5％の増加となりました。持家について

は前年同月比では７ヶ月連続の増加（前年同月比4.3％増）、貸家については10ヶ月連続の増加（前年同月比9.9％

増）となりました。また、上記のマイナス金利政策等の影響により、住宅ローン金利は変動金利及び固定金利とも

歴史的な低金利が継続しており、住宅ローンの借換え需要を喚起しております。 

このような状況の中、当社グループは第１四半期連結累計期間に続き、有担保ローンにおける机上業務の受託

件数が増加し、エスクローサービス事業及びＢＰＯ事業が好調に推移した結果、当第２四半期連結累計期間の売上

高は1,311,527千円（前年同期比54.6％増）、営業利益は344,860千円（前年同期比31.0％増）、経常利益は

344,495千円（前年同期比31.0％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、本社移転に係

る費用を特別損失に計上したものの、211,881千円（前年同期比24.8％増）となりました。 

なお、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

（エスクローサービス事業） 

エスクローサービス事業においては、ＡＳＰサービスを中心として、不動産取引に係わる司法書士をはじめと

した専門家、金融機関、不動産事業者に対し、事務の効率化及び安全性・合理性・利便性を高める各種支援サービ

スを提供しております。 

当第２四半期連結累計期間においては、第１四半期連結累計期間同様、住宅ローン借換案件を中心として、当

社登録司法書士の登記受任件数が増加し、当社システムサービスの利用頻度が向上した結果、セグメント売上高は

558,137千円（前年同期比57.0％増）、セグメント利益は414,685千円（前年同期比40.9％増）となりました。 

 

（ＢＰＯ事業） 

ＢＰＯ事業においては、金融機関における住宅ローン融資案件の事務を請負い、金融機関等の業務上の課題を

解決するための事務合理化及びコスト節減ニーズに応じたサービスを提案しております。 

当第２四半期連結累計期間においては、低金利相場を背景として取引先金融機関からの請負業務の受託件数が

順調に推移した結果、セグメント売上は753,389千円（前年同期比52.9％増）、セグメント利益は244,283千円（前

年同期比38.1％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は2,389,101千円となり、前連結会計年度末と比較して295,412

千円の増加となりました。 

 流動資産は1,888,181千円となり、前連結会計年度末と比較して42,635千円の増加となりました。これは主に、

売掛金が121,129千円増加した一方で、現金及び預金が60,949千円減少したことによるものであります。固定資産

は500,920千円となり、前連結会計年度末と比較して252,776千円の増加となりました。これは主に、移転による本

社設備投資（資産除去債務分を含む）が79,349千円増加したことの他、子会社株式取得によるのれんが58,489千円

増加したことによるものであります。 

 負債の残高は484,116千円となり、前連結会計年度末と比較して150,552千円の増加となりました。 

 流動負債は419,872千円となり、前連結会計年度末と比較して92,429千円の増加となりました。これは主に、買

掛金が22,980千円、未払法人税等が29,881千円増加したことの他、未払金が35,610千円増加したことによるもので

あります。固定負債の残高は64,243千円となり、前連結会計年度末と比較して58,123千円の増加となりました。こ

れは主に、資産除去債務を28,223千円、預り敷金を21,629千円計上したことによるものであります。 

 純資産の残高は1,904,985千円となり、前連結会計年度末と比較して144,859千円の増加となりました。これは主

に、新株予約権の行使により資本金が7,588千円、資本準備金が7,588千円増加したことの他、親会社株主に帰属す

る四半期純利益が211,881千円あった一方、剰余金の配当が81,875千円あったことによるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は1,337,856千円となり、前連結会計年度末と比較し

て74,916千円の減少となりました。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローの収入は173,000千円（前年同期は275,650千円の収入）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益339,440千円、仕入債務の増加額22,980千円があった一方で、売上債権の増加

額102,514千円があったこと及び法人税等の支払額106,856千円があったことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローの支出は90,951千円（前年同期は14,791千円の支出）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得による支出52,529千円と、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出67,140

千円によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローの支出は156,965千円（前年同期は1,864千円の支出）となりました。これは

主に、配当金の支払額81,325千円及び借入金の返済による支出85,646千円があった一方で、新株予約権の行使によ

る株式の発行による収入14,794千円があったことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年２月期の連結業績予想につきましては、平成28年６月17日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公

表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計

基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下

「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子

会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連

結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施

される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属す

る四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益

等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を

反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表の組替えを行っております。 

 当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わな

い子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フ

ロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わな

い子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の区分に記載しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及

び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第２四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

15,800千円減少しております。 
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（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得

する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。 

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

 該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：千円）

 
前連結会計年度 

(平成28年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,613,006 1,552,056 

売掛金 167,033 288,163 

その他 65,621 51,192 

貸倒引当金 △115 △3,231 

流動資産合計 1,845,545 1,888,181 

固定資産   

有形固定資産 10,312 159,743 

無形固定資産   

のれん - 58,489 

その他 15,157 12,863 

無形固定資産合計 15,157 71,353 

投資その他の資産   

差入保証金 113,917 119,565 

その他 108,756 150,258 

投資その他の資産合計 222,673 269,824 

固定資産合計 248,143 500,920 

資産合計 2,093,689 2,389,101 

負債の部   

流動負債   

買掛金 62,348 85,329 

未払法人税等 109,969 139,850 

賞与引当金 11,520 24,167 

その他 143,603 170,525 

流動負債合計 327,442 419,872 

固定負債   

資産除去債務 - 28,223 

その他 6,120 36,019 

固定負債合計 6,120 64,243 

負債合計 333,563 484,116 

純資産の部   

株主資本   

資本金 294,329 301,917 

資本剰余金 409,169 416,757 

利益剰余金 1,041,870 1,171,875 

自己株式 △406 △406 

株主資本合計 1,744,962 1,890,144 

新株予約権 15,164 14,841 

純資産合計 1,760,126 1,904,985 

負債純資産合計 2,093,689 2,389,101 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

 （単位：千円）

 

 前第２四半期連結累計期間 

（自 平成27年３月１日  

  至 平成27年８月31日） 

 当第２四半期連結累計期間 

（自 平成28年３月１日  

  至 平成28年８月31日） 

売上高 848,237 1,311,527 

売上原価 355,188 574,772 

売上総利益 493,049 736,754 

販売費及び一般管理費 229,887 391,894 

営業利益 263,162 344,860 

営業外収益   

受取利息 233 101 

受取手数料 180 60 

受取賃貸料 80 3,584 

その他 19 174 

営業外収益合計 512 3,919 

営業外費用   

支払利息 37 426 

賃貸費用 - 3,335 

その他 582 522 

営業外費用合計 620 4,284 

経常利益 263,053 344,495 

特別損失   

固定資産除却損 - 17 

本社移転費用 - 5,037 

特別損失合計 - 5,054 

税金等調整前四半期純利益 263,053 339,440 

法人税、住民税及び事業税 103,392 132,460 

法人税等調整額 △10,086 △4,900 

法人税等合計 93,305 127,559 

四半期純利益 169,748 211,881 

親会社株主に帰属する四半期純利益 169,748 211,881 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

 （単位：千円）

 

 前第２四半期連結累計期間 

（自 平成27年３月１日  

  至 平成27年８月31日） 

 当第２四半期連結累計期間 

（自 平成28年３月１日  

  至 平成28年８月31日） 

四半期純利益 169,748 211,881 

四半期包括利益 169,748 211,881 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 169,748 211,881 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 （単位：千円）

 

 前第２四半期連結累計期間 

（自 平成27年３月１日  

  至 平成27年８月31日） 

 当第２四半期連結累計期間 

（自 平成28年３月１日  

  至 平成28年８月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 263,053 339,440 

減価償却費 7,798 10,593 

のれん償却額 - 2,016 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 70 

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,739 12,646 

受取利息 △233 △101 

支払利息 37 426 

固定資産除却損 - 17 

売上債権の増減額（△は増加） 19,667 △102,514 

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,767 △12,734 

仕入債務の増減額（△は減少） 7,114 22,980 

前払費用の増減額（△は増加） 5,182 3,306 

未払金の増減額（△は減少） 1,686 4,853 

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,522 △9,843 

その他 △423 9,038 

小計 307,320 280,196 

利息の受取額 212 87 

利息の支払額 △37 △426 

法人税等の支払額 △31,845 △106,856 

営業活動によるキャッシュ・フロー 275,650 173,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,595 △52,529 

無形固定資産の取得による支出 △12,596 △1,894 

定期預金の払戻による収入 100,000 126,000 

定期預金の預入による支出 △100,000 △103,500 

信託預金の解約による収入 - 100,000 

信託預金の預入による支出 - △100,000 

投資有価証券の取得による支出 - △40,000 

差入保証金の回収による収入 - 33,001 

差入保証金の差入による支出 △600 △5,048 

預り敷金及び保証金の受入による収入 - 20,160 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
- △67,140 

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,791 △90,951 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

借入金の返済による支出 - △85,646 

自己株式の取得による支出 △406 - 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 23,129 14,794 

新株予約権の発行による収入 15,074 - 

配当金の支払額 △35,457 △81,325 

リース債務の返済による支出 △4,202 △4,787 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,864 △156,965 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 258,995 △74,916 

現金及び現金同等物の期首残高 1,134,297 1,412,772 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,393,292 1,337,856 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年３月１日 至平成27年８月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

 報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
 

エスクロー 

サービス 
BPO 計 

売上高      

外部顧客への売上高 355,597 492,639 848,237 - 848,237 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
- - - - - 

計 355,597 492,639 848,237 - 848,237 

セグメント利益 294,325 176,867 471,193 △208,031 263,162 

（注）１．セグメント利益の調整額△208,031千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、報告セグメントに帰属しない本社部門で生じた販売費及び一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年３月１日 至平成28年８月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

 報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
 

エスクロー 

サービス 
BPO 計 

売上高      

外部顧客への売上高 558,137 753,389 1,311,527 - 1,311,527 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
- - - - - 

計 558,137 753,389 1,311,527 - 1,311,527 

セグメント利益 414,685 244,283 658,968 △314,108 344,860 

（注）１．セグメント利益の調整額△314,108千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、報告セグメントに帰属しない本社部門で生じた販売費及び一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。 
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第２四半期連結累計期間において、伊藤厚事務所株式会社（現株式会社エスクロー・エージェン

ト・ジャパン横浜）の全株式を取得し連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増

加額は、ＢＰＯ事業で60,506千円であります。 

 


